



An introduction to strategies and tactics for research in Psychology: (3) How to










文を読むとして第 4巻に発表した (小牧, 2015)。実証
する局面に関するポイントやルールなどについては，
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例として，第 2 章で Lovejoy (1966) の試みを紹介し
た。彼は，関連諸研究を独自の視点にもとづいて分析
し，シミュレーションを行うなど，他に例のない理論




























































































の多単位迷路 (Tolman, 1948) や Olton 型の放射状
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数行う場合には，Scheff の方法や Tukey の方法が良
いとされていることを紹介している。一時期よく使わ



















































































































































































が］ ある」という用法には“ be effective” ;“ be
















Food deprivation had an effect on rats’per-













Food deprivation improved rats ’perfor-
mance; highly deprived rats ran signifi-




































こうした文意について，“ The experiment produced
results consistent with the theory.”といった平易な
表現を見つけ，自前の「英語文例集」に保存したことが
ある。また，分散分析の結果の説明は冗長になりやす
いが，“The ANOVA applied to the results revealed
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